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図２．大正火口からの放熱量の経年変化．
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図１．大正火口の表面温度分布．外気温は観測点（望岳台）
の値．白枠は放熱量を見積もった領域を示す．
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　大正火口および 62-I 火口周辺の表面温度

分布は、2010 年以降の観測結果と比較して、

きわだった変化は認められない．

　大正火口壁北側上部 (図に向かって左側 )

の領域では熱異常域が縮小しているように見

えるが、これは噴気に覆われた領域である．

また、表示した温度スケールでは 62-I 火口

壁 (図に向かって右側 )の熱異常域が不明瞭

で、62火口周辺の熱活動は低下しているのか

もしれない．

　表面温度から推定した放熱量は，2010年に

較べて増加を示した．噴気に覆われた領域の

あることを考慮すると放熱量は更に増加する

ことになるが、この領域が全体に占める割合

は小さく、この影響は小さいと考えられる．

全体として放熱量の増加傾向はあるものの有

意なものとは言えない．

　なお SO2放出量の遠隔測定を行ったが、シ

グナルは検出されなかった．


